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目 的　 無 機 防 炎 剤　 お よ び 、 市 販 防 炎 剤 ２ 種 を 用 い て 、 易 燃 焼 性 繊 維 を 処 理 し 、 そ

の 処 理 条 件 に よ る 防 炎 性 能 と 剛 軟 度 を 検 討 し た の で 報 告 す る 。

方 法　 試 布 は 易 燃 焼 性 の モ メ ン 、 ベ ン ベ ル グ 、 レ ー ヨ ン 、 防 炎 剤 は 、 硫 酸｡ア ン モ ニ

ウ ム 、 剛 砂 、 原 酸 、 の 無 機 防 炎 剤 と 、 市 販 の　 ノ ン ネ ン 、 フ ァ イ ヤ- プA-    ー フ Ｐ を 用

い た 。　　濃 度 ３ 種 に つ き 常 温 で　 浸 漬 時 間 、 ５ 分 、10  分、so 分 と し 、 所 定 の 前 処 理 を

お こ 尨 っ て 。 防 炎 試 験 に 供 し た 。　 防 炎 試 験 法 は　45 o  ミ ク ロ バ ー ナ ー 法 と 。 試 布 支 持

角 度 を 垂 直 に し た　 マ ッ チ 試 験 法 を お こ な い 、測 定 項 目 を 、 前 者HZ つ い て は　 残 炎 時

間 、 残 じ ん 時 間 、 炭 化 面 積 、 後 者 に つ い て は 、 燃 焼c 進 む 距 離 を 測 定 し 、 そ れ ぞ れ の

、 判 定 基 準 に あ わ せ て 、 防 炎 効 果 の 合 否 を 判定 し た 。　ま た 加 工 布 の 剛 軟 度 も　45 °カ ン

チ レ バ 法 に よ っ て 測 定 し た 。

結 果　 三 試 布 と も 、 加 工 剤 の 濃 度 の 大 た る も の が 、 附 着 率 が 高 いo 浸漬 時 間 の 附 着

率 に お よ ぽ す 影 響 は 明 ら か で た く　　よ ～10 分c 浸 漬 で よ い 。 附 着 率io  % 以 上 で 防 炎 効

果 が み と め ら れ 、 無 機 防 炎 剤 で は　 ベ ン ベ ル グ に は15    % 以 上 の 附 着 で 、 レ ー ヨ ン で は

13 S 以 上 の 附 着 で　 残 炎　 残 じ ん　 と%  に み と め られ な か っ た 。　　他 の 防 炎 剤 に つ い

て も　 詳 細 に 報 告 す る 。　 剛 軟 度 は　 モ メ ン に っ い･て は　 原 布 よ り 、 加 工 布 が や ゝ 剛

く ■n. り　 無 機 防 炎 剤　 ノ ン ネ ン に　 そ の 傾向 がみ ら れ　 フ ヤ イ ヤ ー プ ル ー フ Ｐ は 、

や ゝ 軟 か い 。
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